
JP 2019-100106 A 2019.6.24

10

(57)【要約】
【課題】適度な強度及び耐久性を保持しながらも比較的
軽量であるとともに、各種電気機器や付属品等を容易に
設置することが可能であり、かつ、好みの装飾を容易に
施すことができる、実用性及びデザイン性に優れた門柱
を提供する。
【解決手段】門柱本体２と、厚さ０．５～１ｍｍの鋼板
１４と、門柱本体２の内部に立設された長尺の構造芯材
２０とを備え、門柱本体２は、複数個のブロックユニッ
ト２５が積層されることで構成されるとともに上下方向
に連通する内部空間が形成されており、構造芯材２０は
、門柱本体２の両側面部の内面及び梁部材の側端面に当
接した状態で、門柱本体２の内部に立設されている門柱
１０。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　正面部、背面部、及び両側面部を有する門柱本体と、
　前記門柱本体の前記正面部及び前記背面部の外面上にそれぞれ配設された厚さ０．５～
１ｍｍの鋼板と、
　前記門柱本体の前記両側面部に沿って前記門柱本体の内部に立設された長尺の構造芯材
と、を備え、
　前記門柱本体は、複数個のブロックユニットが積層されることで構成されており、
　前記ブロックユニットは、前記門柱本体の前記正面部及び前記背面部をそれぞれ構成す
る、対向配置された発泡樹脂製の一対の正面・背面用板状部と、
　前記門柱本体の前記両側面部をそれぞれ構成する、対向配置された発泡樹脂製の一対の
側面用板状部と、
　前記正面・背面用板状部どうしの間に、前記正面・背面用板状部の内面どうしを接続す
るとともに、内部空間が形成されるように配置された発泡樹脂製の梁部材と、を備え、
　複数個の前記ブロックユニットが積層されることで、上下方向に連通する内部空間が形
成されており、
　前記構造芯材は、前記門柱本体の前記両側面部の内面及び前記梁部材の側端面に当接し
た状態で、前記門柱本体の内部に立設されている門柱。
【請求項２】
　前記構造芯材が、その長手方向と直交する断面形状がコ字状又はＬ字状に形成された、
厚さ１～２．５ｍｍの鋼材である請求項１に記載の門柱。
【請求項３】
　前記梁部材の、前記門柱本体の厚さ方向と直交する断面形状が、略楕円形状である請求
項１又は２に記載の門柱。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の門柱の施工方法であって、
　複数個の前記ブロックユニットを積層して、上下方向に連通する内部空間が形成された
前記門柱本体を構成するとともに、前記門柱本体の前記両側面部の内面及び前記梁部材の
側端面に当接した状態で、前記両側面部に沿って前記門柱本体の内部に前記構造芯材を立
設する工程と、
　前記門柱本体の前記正面部及び前記背面部の外面上に、前記鋼板をそれぞれ配設する工
程と、を有する門柱の施工方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、実用性及びデザイン性等に優れた門柱、並びにその簡易な施工方法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　表札、郵便受け、及びインターホンなどを備えた門柱（門塀）は、従来、住居等の建物
の玄関や入口付近に設置されている。このような門柱は居住者等を認識するための「顔」
としての意義をも有するため、好みに応じた装飾や機能を付与したいとの要望が年々増加
している。
【０００３】
　一般的な門柱は、例えば、地中に築いた基礎の上に、コンクリート製のブロックを所望
とする高さにまで積み上げたり、所定高さのコンクリートパネルを設置したりすることで
構築される（特許文献１参照）。しかし、コンクリート製のブロックやパネルは相当の重
量物であるため、運搬や施工に過大な負荷が掛かっていた。また、地震等の影響で倒壊す
ると、人や周囲の構造物に多大な被害を及ぼしやすいことも懸念される。
【０００４】
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　このような問題を解決すべく、例えば、支柱挿通孔を設けた発泡樹脂製の軽量パネルを
使用し、支柱挿通孔に支柱を挿通してパネルを立ち上げるとともに、支柱挿通孔内にモル
タルを充填してパネルを固定して形成される門塀、及びその施工方法が提案されている（
特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－２１４２１５号公報
【特許文献２】特開２０００－３８８６０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献２で提案された門塀にインターホンなどの各種電気機器を設置
するには、門塀を構成するパネルが中実体であるため、配線の収納スペースを確保するこ
とが困難であるといった課題があった。すなわち、従来の門塀や門柱等の外構構造物は、
使用者の好みに応じた装飾や機能を必ずしも付与しやすいものであるとは言えなかった。
【０００７】
　本発明は、このような従来技術の有する問題点に鑑みてなされたものであり、その課題
とするところは、適度な強度及び耐久性を保持しながらも比較的軽量であるとともに、各
種電気機器や付属品等を容易に設置することが可能であり、かつ、好みの装飾を容易に施
すことができる、実用性及びデザイン性に優れた門柱を提供することにある。また、本発
明の課題とするところは、上記門柱の簡易な施工方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　すなわち、本発明によれば、以下に示す門柱が提供される。
　［１］正面部、背面部、及び両側面部を有する門柱本体と、前記門柱本体の前記正面部
及び前記背面部の外面上にそれぞれ配設された厚さ０．５～１ｍｍの鋼板と、前記門柱本
体の前記両側面部に沿って前記門柱本体の内部に立設された長尺の構造芯材と、を備え、
前記門柱本体は、複数個のブロックユニットが積層されることで構成されており、前記ブ
ロックユニットは、前記門柱本体の前記正面部及び前記背面部をそれぞれ構成する、対向
配置された発泡樹脂製の一対の正面・背面用板状部と、前記門柱本体の前記両側面部をそ
れぞれ構成する、対向配置された発泡樹脂製の一対の側面用板状部と、前記正面・背面用
板状部どうしの間に、前記正面・背面用板状部の内面どうしを接続するとともに、内部空
間が形成されるように配置された発泡樹脂製の梁部材と、を備え、複数個の前記ブロック
ユニットが積層されることで、上下方向に連通する内部空間が形成されており、前記構造
芯材は、前記門柱本体の前記両側面部の内面及び前記梁部材の側端面に当接した状態で、
前記門柱本体の内部に立設されている門柱。
　［２］前記構造芯材が、その長手方向と直交する断面形状がコ字状又はＬ字状に形成さ
れた、厚さ１～２．５ｍｍの鋼材である前記［１］に記載の門柱。
　［３］前記梁部材の、前記門柱本体の厚さ方向と直交する断面形状が、略楕円形状であ
る前記［１］又は［２］に記載の門柱。
【０００９】
　また、本発明によれば、以下に示す門柱の施工方法が提供される。
　［４］前記［１］～［３］のいずれかに記載の門柱の施工方法であって、複数個の前記
ブロックユニットを積層して、上下方向に連通する内部空間が形成された前記門柱本体を
構成するとともに、前記門柱本体の前記両側面部の内面及び前記梁部材の側端面に当接し
た状態で、前記両側面部に沿って前記門柱本体の内部に前記構造芯材を立設する工程と、
前記門柱本体の前記正面部及び前記背面部の外面上に、前記鋼板をそれぞれ配設する工程
と、を有する門柱の施工方法。
【発明の効果】
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【００１０】
　本発明によれば、適度な強度及び耐久性を保持しながらも比較的軽量であるとともに、
各種電気機器や付属品等を容易に設置することが可能であり、かつ、好みの装飾を容易に
施すことができる、実用性及びデザイン性に優れた門柱を提供することができる。また、
本発明によれば、上記門柱の簡易な施工方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の門柱の一実施形態の概略を示す模式図である。
【図２】本発明の門柱の一実施形態を模式的に示す正面図である。
【図３】図２のＡ－Ａ’断面図である。
【図４】ブロックユニットの一例を模式的に示す斜視図である。
【図５】ブロックユニットの一例を模式的に示す正面図である。
【図６】図５のＢ－Ｂ’断面図である。
【図７】図６のＣ－Ｃ’断面図である。
【図８】構造芯材の例を模式的に示す斜視図である。
【図９】本発明の門柱の装飾例を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態について説明するが、本発明は以下の実施の形態に限定され
るものではない。図１は、本発明の門柱の一実施形態の概略を示す模式図である。図２は
、本発明の門柱の一実施形態を模式的に示す正面図である。また、図３は、図２のＡ－Ａ
’断面図である。図１～３に示すように、本実施形態の門柱１０は、門柱本体２と、門柱
本体２の正面部４及び背面部６の外面上にそれぞれ配設された鋼板１４，１６と、門柱本
体２の両側面部２２，２４に沿って門柱本体２の内部に立設された長尺の構造芯材２０と
を備える。
【００１３】
　門柱本体２は、正面部４、背面部６、及び両側面部２２，２４を有しており、複数個の
ブロックユニット２５が上下方向に積層されることで構成されている。門柱本体２の正面
部４及び背面部６の外面上にそれぞれ配設された鋼板１４，１６の厚さは、それぞれ０．
５～１ｍｍであり、好ましくは０．６～０．９ｍｍである。鋼板の厚さが０．５ｍｍ未満
であると、門柱の強度が不足してしまう。一方、鋼板の厚さが１ｍｍ超であると、各種電
気機器や付属品及び装飾品等を設置するためのビス止めなどの加工や、装飾を施す際の機
械加工（切断等）が困難になるとともに、重量が増加して取り扱いが困難になる。
【００１４】
　鋼板の種類は特に限定されず、門柱等の外構構造物に用いられる亜鉛メッキ鋼板、アル
ミ鋼板などの一般的な金属鋼板を用いることができる。なかでも、強度や耐食性を確保す
る観点からは、亜鉛メッキ鋼板を用いることが好ましい。
【００１５】
　鋼板１４，１６は、例えば、建築材料用の一般的な接着剤によって、門柱本体２の正面
部４及び背面部６の外面上にそれぞれ接着して配設される。接着剤の種類は特に限定され
ないが、接着強度の確保及び取り扱いやすさ等の観点から、エポキシ系接着剤を用いるこ
とが好ましい。
【００１６】
　図４は、ブロックユニットの一例を模式的に示す斜視図である。図５は、ブロックユニ
ットの一例を模式的に示す正面図である。また、図６は図５のＢ－Ｂ’断面図であり、図
７は図６のＣ－Ｃ’断面図である。図４～７に示すように、門柱本体を構成するブロック
ユニット２５は、対向配置された発泡樹脂製の一対の正面・背面用板状部（正面用板状部
３０、背面用板状部３２）と、対向配置された発泡樹脂製の一対の側面用板状部３４，３
６と、発泡樹脂製の梁部材３８，４０とを備える。正面用板状部３０及び背面用板状部３
２は、門柱本体の正面部及び背面部をそれぞれ構成する部分である。また、側面用板状部
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３４，３６は、門柱本体の両側面部をそれぞれ構成する部分である。
【００１７】
　梁部材３８，４０は、正面板状部３０と背面用板状部３２の間に配置された接続部分で
ある。この梁部材３８，４０は、正面板状部３０の内面と、背面用板状部３２の内面とを
接続するとともに、内部空間４２が形成されるように配置されている。このようなブロッ
クユニット２５の複数個を積層することで、上下方向に連通する内部空間４２が門柱本体
に形成されることとなる。すなわち、図３に示すように、上記のような構造を有するブロ
ックユニットの複数個が積層されることで構成された門柱本体２を備える門柱１０は、門
柱本体２の内部に空間（内部空間４２）が形成されている。このため、インターホンなど
の各種電気機器を設置する際に配線の収納スペースとしてこの内部空間４２を利用するこ
とができる。したがって、本発明の門柱は、各種電気機器や付属品等を容易に設置するこ
とが可能であり、実用性及びデザイン性に優れている。
【００１８】
　なお、図３に示すように、門柱本体２の両側面部の内面５０及び梁部材の側端面５２に
当接した状態で、構造芯材２０が立設される。すなわち、構造芯材２０は、門柱本体２の
両側面部２２，２４と、梁部材３８，４０との間の空間に挿通されることになる。このた
め、図７に示すように、梁部材３８，４０の、門柱本体の厚さ方向と直交する断面形状は
、略楕円形状であることが好ましい。梁部材の断面形状を略楕円形状とすると、挿入され
る構造芯材と接触する梁部材の側端面が狭くなるために摩擦抵抗が減少し、門柱本体の両
側面部と、梁部材との間の空間に構造芯材を挿通しやすくなる。
【００１９】
　梁部材３８，４０の、門柱本体の厚さ方向と直交する断面の面積は、正面用板状部の面
積（Ｈ×Ｗ）に対する比率で、２０％以上であることが好ましく、３０％以上であること
がさらに好ましい（図７）。正面用板状部の面積に対する、梁部材の断面積の比率を上記
の範囲とすることで、門柱の強度をより高めることができる。
【００２０】
　ブロックユニットの正面用板状部及び背面用板状部の上部と下部には、相互に嵌合して
隣接するブロックユニットどうしを結合するための凹凸構造を設けておくことが好ましい
。凹凸構造を設けておくことで、積層したブロックユニットのズレを防止し、門柱の強度
をより高めることができる。凹凸構造の例としては、図６に示すような、正面用板状部３
０及び背面用板状部３２の上側角部に形成された凸条６０と、正面用板状部３０及び背面
用板状部３２の下側角部に設けられた、凸条６０と嵌合する切欠き６２を挙げることがで
きる。さらに、図６右上の拡大図に示すように、凸条６０の内壁にさらに凸条６４を設け
るとともに、この凸条６４に対応する溝（図示せず）を切欠き６２に設けることで、上下
方向に隣接するブロックユニットどうしをより確実に嵌合することができる。
【００２１】
　ブロックユニットの大きさは特に制限されないが、小さすぎると組み立てる手間が増大
する傾向にあり、大きすぎると運搬や施工時の取り扱いが困難になる傾向にある。ブロッ
クユニットの大きさの好適な範囲としては、例えば、横幅Ｗが２００～２０００ｍｍ、凹
凸構造を除く部分の高さＨが１００～１０００ｍｍ、奥行Ｔが１００～３００ｍｍなどを
挙げることができる（図４）。
【００２２】
　ブロックユニットの各部を構成する発泡樹脂の種類は特に限定されず、強度、コスト、
重量等を考慮して適切なものを選択して用いることができる。発泡樹脂の具体例としては
、ポリウレタン、ポリスチレン、ポリエチレン、ポリプロピレン、フェノール樹脂、ポリ
塩化ビニル、ユリア樹脂などを挙げることができる。強度を高めるために、高密度発泡ポ
リスチレンや高密度発泡ウレタンなどの高密度の発泡樹脂を用いることもできる。ブロッ
クユニットの各部を構成する発泡樹脂の種類は、同一であっても異なっていてもよい。
【００２３】
　ブロックユニットは、例えば、その構成要素である各部を別々に製造した後、それらを
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接着して製造してもよく、一体成型により製造してもよい。製造効率等の観点からは、一
体成型によりブロックユニットを製造することが好ましい。一体成型の具体的な方法とし
ては、押出成型方法の他、金型内で樹脂を発泡させる方法などを挙げることができる。発
泡スチロールで製造したブロックユニットの重量は、通常のコンクリート製ブロックの重
量の８０分の１程度である。このため、発泡樹脂製のブロックユニットを用いて形成した
門柱本体を備える本発明の門柱は、クレーン等の重機を使用しなくても、人力だけで迅速
に施工することができる。
【００２４】
　図１～３に示すように、構造芯材２０は、門柱本体２の両側面部２２，２４に沿って門
柱本体２の内部に立設される長尺の構造部材である。また、この構造芯材２０は、門柱本
体２の両側面部の内面５０及び梁部材の側端面５２に当接した状態で、門柱本体２の内部
に立設されている。門柱本体の内部に上記のような状態で構造芯材を立設することで、門
柱本体の内部空間にモルタル等を流し込んで充填しなくても、門柱としての十分な強度を
確保することができる。さらに、門柱本体の内部空間にモルタル等を充填しなくてもよい
ため、門柱自体が軽量になるとともに、各種電気機器を設置する際の配線の収納スペース
として内部空間を利用することができる。
【００２５】
　構造芯材は、門柱本体の高さと概ね同等の長さを有する長尺の構造部材であればよく、
具体的形状は特に限定されない。図８は、構造芯材の例を模式的に示す斜視図である。図
８に示すように、構造芯材は、その長手方向と直交する断面形状がコ字状に形成された鋼
材（図８（Ａ））や、Ｌ字状に形成された鋼材（図８（Ｂ））であることが好ましい。
【００２６】
　構造芯材として用いられる、長手方向と直交する断面形状がコ字状又はＬ字状に形成さ
れた鋼材の厚さは、１～２．５ｍｍであることが好ましく、０．９～２ｍｍであることが
さらに好ましい。構造芯材を構成する鋼材が厚すぎると、重量が増加して取り扱いが困難
になるとともに、門柱全体の重量も増加する場合がある。また、鋼材が厚すぎると、門柱
本体の側面部に門灯などの付属品や装飾品を設置する際のビス止めなどの加工がやや困難
になる場合がある。一方、構造芯材を構成する鋼材が薄すぎると、強度がやや不足する場
合がある。
【００２７】
　構造芯材を構成する鋼材の種類は特に限定されず、適度な強度及び耐食性を示す建築材
料用の鋼材であればよい。具体的には、亜鉛メッキ鋼材、アルミ鋼材などを用いることが
できる。
【００２８】
　図１に示すように、本実施形態の門柱１０を構成する鋼板１４の表面上には、例えば、
常法にしたがって建築材料用の仕上げ材７０等を配設することができる。なお、通常、下
端部７２を地面（Ｇ．Ｌ．）よりも下（地中）に埋設し、必要に応じてモルタル等を流し
込んで固化することで、門柱１０を所望とする場所に施工する。
【００２９】
　次に、本発明の門柱の施工方法について説明する。本発明の門柱の施工方法は、前述の
ブロックユニットの複数個を積層して、上下方向に連通する内部空間が形成された門柱本
体を構成するとともに、門柱本体の両側面部の内面及び梁部材の側端面に当接した状態で
、両側面部に沿って門柱本体の内部に構造芯材を立設する（第１工程）。また、門柱本体
の正面部及び背面部の外面上に、鋼板をそれぞれ配設する（第２工程）。なお、これらの
第１工程及び第２工程は、門柱の施工場所で実施してもよいし、別の場所（工場等）で実
施し、得られた門柱を施工場所に運搬してから設置してもよい。また、第１工程のみを別
の場所で実施して得た門柱本体を施工場所に運搬してから、第２工程を実施してもよい。
その後、必要に応じて、鋼板の表面上に仕上げ材等を設置したり、インターホン、門灯、
表札、郵便受け等の付属品や装飾物を設置したり、装飾部を設置加工したりすることで、
図９（Ａ）及び図９（Ｂ）に示すようなデザイン性に優れた本発明の門柱を施工すること
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ができる。
【産業上の利用可能性】
【００３０】
　本発明の門柱は実用性及びデザイン性等に優れており、住居等の建物の玄関や入口付近
に設置される外構構造物として有用である。
【符号の説明】
【００３１】
１０：門柱
２：門柱本体
４：正面部
６：背面部
２２，２４：側面部
１４，１６：鋼板
２０：構造芯材
２５：ブロックユニット
３０：正面用板状部
３２：背面用板状部
３４，３６：側面用板状部
３８，４０：梁部材
４２：内部空間
５０：（側面部の）内面
５２：（梁部材の）側端面
６０，６４：凸条
６２：切欠き
７０：仕上げ材
７２：下端部



(8) JP 2019-100106 A 2019.6.24

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】



(9) JP 2019-100106 A 2019.6.24

【図７】

【図８】

【図９】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

